
第
百
十
六
回
拡
大
地
方
委
員
会
が

三
月
六
日
、
十
三
時
か
ら
下
越
事
務

所
で
開
催
さ
れ
当
面
す
る
運
動
方
針

に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
旧
中
越
支
部
・
近
藤
委
員

が
選
出
さ
れ
、
関
川
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
・
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
交
運

共
済
の
高
橋
所
長
・
エ
リ
ア
本
部
か

ら
は
矢
部
執
行
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
発
言
は
、
春
闘
・
職

場
の
問
題
〜
冬
季
の
除
雪
に
つ
い
て
・

ダ
イ
改
に
伴
う
合
理
化
・
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
な
ど
、
出
さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
委
員
会
は
、
限
ら
れ
た
時
間

で
の
討
論
で
し
た
が
、
全
体
の
意
思

統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

書
記
長
集
約
・
団
結
頑
張
ろ
う
ま

で
〜
十
六
時
こ
ろ
終
了
し
ま
し
た
。

★
一
月
三
〇
日
に
新
潟
県
支
部
の
大
会
を

開
催
し
発
足
し
た
が
広
域
な
の
で
会
議
な

ど
な
か
な
か
開
け
な
い
。
支
部
か
ら
各
分

会
へ
の
運
動
の
提
起
に
つ
い
て
、
直
江
津
な

ど
地
域
的
に
難
し
い
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
・

春
闘
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。
貨
物
の
ハ

ガ
キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

★
組
織
拡
大
行
動
〜
四
月
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
国
労
も
昼
食
会
の
計

画
に
つ
い
て
分
会
で
も
意
思
統
一
し
、
進
め

て
い
く
。

★
今
年
の
大
雪
に
つ
い
て
、
会
社
は
対
策
費

を
削
減
し
て
い
る
。
新
潟
は
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
ヒ
ー
タ
ー
だ
け
の
融
雪
し
か
し
て
い

な
い
。
石
山
駅
は
ポ
イ
ン
ト
が
埋
ま
る
。
貨

物
と
競
合
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
温
水
設
備

が
必
要
だ
。

★
降
雪
時
〜
排
雪
列
車
の
配
置
変
更
を
要

求
し
て
い
る
が
会
社
は
改
善
し
な
い
。
来
年

に
つ
い
て
改
善
し
て
ほ
し
い
。

★
支
部
統
合
に
よ
り
、
支
部
か
ら
地
域
分

会
と
な
っ
た
。
今
ま
で
支
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
、
並
行
在
来
線
の
取
り
組
み
は
、
地
域

で
も
感
心
が
あ
る
。
引
き
続
き
運
動
を
進

め
て
い
く
が
、
財
政
的
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
組
合
員
は
手
弁
当
で
参
加
を
し
て
い
る
。

も
う
限
界
だ
、
地
本
へ
の
支
援
、
分
担
金
と

し
て
要
請
。
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2月10日、本部はＪＲ各社に対し、いっせ

いに5000円の賃上げ要求を提出した。

ベアゼロ・定昇凍結、など会社側の姿勢に抗

議した。

ＪＲ東における運転・検修職場外注化施策、

貨物における「聖域なき経費削減」検修合理

化など、われわれの生活と働く場所の確保が

脅かされている。

ＪＲ不採用事件の政治的解決に向けて大きく動き出した。昨年末の12月

25日、与党三党担当者が鉄道・運輸機構に対し「当事者間で和解に向けた

話合いをするよう」要請し、本年1月13日には、1047名問題の解決に向け

て与党政務三役と国交省担当者との間で協議を行い、政府・与党として解

決に向かう考え方が示された。中身は三点～①1047名を政治的に解決する

②解決案は与党三党が作成する③解決は年度末に向けて努力する～これを

受けて、1月25日に改めて政府・与党三党に「当事者が路頭に迷わない解

決」要求の提出と説明を行った。

今年は、「国鉄の分割民営化」によって不当な差別を受け、ＪＲに採用

されず、国鉄清算事業団から解雇された1047名のＪＲ不採用問題が生じて

から20年の節目の年。当事働き盛りであった被解雇者の平均年齢も56歳と

なり、解決を見ることなく亡くなられた方は59名に上り、病床に伏せられ

ているものも数多くいる。当事者と家族の精神的、肉体的、経済的苦痛は

筆舌に尽くしがたい。

一刻も早い解決が必要なのは言うまでもない。解決を望まない妨害勢力

がさまざまな横槍を入れてくることが予想される。これらの妄動を許さず、

最後の最後まで団結を固くし、必ずこのことを成し遂げる決意をこの場で

確認したい。

本委員会の構成員の皆さんによる活発な討論を期待し、地方本部を代表

しての挨拶とする。



★
冬
季
〜
十
二
月
か
ら
二
月
は
大
雪
で
列

車
が
乱
れ
、
始
発
が
運
行
で
き
な
い
状
況
が

発
生
し
た
。
排
雪
列
車
の
導
入
な
ど
新
し

く
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

★
北
越
急
行
へ
も
、
労
働
条
件
な
ど
に
つ
い

て
申
し
入
れ
が
で
き
な
い
か
。
要
求
は
受
け

付
け
な
い
と
思
う
が
、
国
労
と
し
て
要
求
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
は
、
北
越
急
行
側
へ
伝
え
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
国

労
か
ら
北
越
急
行
側
へ
の
ル
ー
ト
を
つ
く
れ

な
い
か
。

★
貨
物
の
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

各
機
関
か
ら
の
強
力
を
要
請
し
て
い
る
ハ

ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
に
御
礼
を
。
ダ
イ
改

提
案
で
大
幅
な
要
員
の
削
減
が
提
案
さ
れ

た
。
客
・
貨
一
体
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。

★
信
越
山
線
〜
大
雪
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
妙
高
で
は
例
年
ど
う
り
の
降
雪
だ
っ
た
。

今
年
は
里
雪
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
影
響

だ
っ
た
。
Ｍ
Ｒ
が
雪
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い

除
雪
が
困
難
に
な
っ
た
。

★
Ｃ
Ｔ
Ｃ
指
令
の
要
員
に
つ
い
て
〜
打
ち

合
わ
せ
時
、
指
令
員
が
そ
の
た
び
に
変
わ

る
。
ポ
イ
ン
ト
の
確
保
を
要
求
し
た
が
誤

操
作
。
ひ
と
り
の
指
令
員
に
は
、
通
じ
て

い
る
が
全
体
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の

都
度
、
指
令
内
容
が
変
わ
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の

対
応
は
ダ
メ
だ
、
指
令
全
体
が
情
報
の
共

有
を
し
て
欲
し
い
。

★
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
〜
マ
ス
コ
ミ
報
道
内
容
を
言

う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
機
関
に
は
具

体
的
内
容
が
い
っ
さ
い
下
り
て
い
な
い
。

今
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
、
国
労
の
要
求
が

通
り
そ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
与
党

三
党
の
申
し
入
れ
は
、
法
的
責
任
が
無
い

こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
法
的
責
任
無

し
と
い
う
の
か
〜
今
後
、
国
労
が
解
雇
撤

回
を
言
え
な
く
な
る
こ
と
だ
。
政
治
解
決

は
一
発
回
答
に
な
る
。

★
検
修
の
全
面
外
注
に
つ
い
て
〜
新
系
列

は
Ｊ
Ｒ
で
旧
系
列
は
委
託
会
社
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
新
系
列
に
な
っ
て
い
く

と
ど
う
な
る
の
か
。
委
託
会
社
に
な
っ
て

い
く
の
か
。
駅
派
出
に
つ
い
て
新
人
が
配

属
に
な
っ
た
場
合
、
対
応
で
き
る
か
？
全

体
が
職
場
か
ら
要
求
を
出
し
て
反
対
し
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

●
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
〜
与
党
三
党
の
素
案

に
つ
い
て
、
全
国
代
表
者
会
議
を
受
け
て

機
関
会
議
を
開
催
し
意
思
統
一
を
図
る

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
〜
検
修
外
注
化

設
備
メ
ン
テ
の
提
案
に
反
対
し
て
い
く
。

貨
物
の
効
率
化
に
つ
い
て
、
労
働
条
件
の

改
善
・
仕
事
総
点
検
の
実
施
、
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

●
組
織
拡
大
〜
地
本
の
組
織
現
状
か
ら
緊

急
課
題
だ
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
拡
大
に
つ

い
て
、
自
ら
工
夫
し
何
が
必
要
か
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
。
２
０
１
０
春
闘
・
Ｊ
Ｒ

不
採
用
問
題
・
安
全
問
題
な
ど
の
闘
い
を

集
中
し
て
闘
っ
て
い
く
。

長
い
冬
が
終
わ
り
、
季
節
は
春
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
西
日
本
で
は
桜

が
開
花
し
て
い
ま
す
ね
。
新
潟
も
来
月
上

旬
に
桜
が
開
花
し
ま
す
。

多
く
の
課
題
が
、
あ
り
ま
す
。
厳
し
い

闘
い
に
な
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
一
人
が
団

結
し
て
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
ね
。
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解決するという決意と団結を固める

●国民本位の政治を実現するため取り組んでいく。そのため

に私達は、どういう立場で運動を進めていくのか。

●ＪＲ貨物～経営状況は赤字で厳しい。社長の姿勢は、３年

連続の赤字を出させないため定昇を無くし、手当を年間３ヶ

月と言っている。本部・貨物協は引き続き追及していく。

●ＪＲ東日本～社長は収益を増やすため、筋肉質で俊敏な経

営にしていく。全面外注化を進めコスト削減をいていく考え。

丸ごと外注化を受け入れない闘いを強めていく。輸送障害が

多発している。人材の育成・委託拡大の一部見直しなど交渉

を進めていく。

●賃上げ～内部留保があるから、要求額・内容について追及

していく。組織拡大は大会以降１０名が国労加入している。

１９ヶ月連続、達成している。

●ＪＲ不採用問題～解決案について報道しているが、解決案

が正確でない。だが、マスコミ報道内容の水準になる。これ

から国交省への申し入れになる。雇用については、ＪＲ東日

本は、ＪＲに責任が無いとしているので雇用確保は難しいと

している。何としても解決するという決意と団結を固める。

全代後、地方での機関会議で意思統一をしていくこと。エリ

ア本部も奮闘していく決意だ。


